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　生徒の皆さんや保護者の方のお役に立てればと思い、私たち教職員は全力で応援していきます。

けれども言い換えれば、この機会は自分で自分の生きる道を選ぶ力をつけるチャンスです。

も　く　じ

　進路というと、どこの高校へ行くかという、進学先を選ぶというものだと思っている人はいませんか。

進路とはどのような人生をおくるかという、壮大な計画を立てるものです。 ですから、生きている限り

進路はどこまでも続くのです。 中学３年生の進路は人生計画のほんの一部にしかすぎません。

しかし、この進路選択が後の人生に大きく影響を与えるのは言うまでもありません。

　生徒の皆さんは義務教育９年間を終えて、新しい世界へ旅立つ準備をしているのです。 その前には

就職試験や入学試験（受検・受験）があり、これらの大きな壁を乗り越えなくてはなりません。 

はじめに

高等学校の先生方による説明

１．進路を選択するにあたって

２．中学校卒業者の動向

３．就職について

４．高等学校の種類

１．特色
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　中学３年という進路の選択の時期を機会に自己をさらに深く見つめなおし、自分をどんな人間に育てあげ

　　（４） きちんとした生活姿勢が確かな進路選択につながる

　進路選択は先にも述べたように、いかに自己を育てていくかということが大切です。 自分の生き方をどう

自然に進路の選択が確かなものになってきます。 自己をよりよく生かすために、よく考え、理想を抱き、

するか、ということの延長に進路選択があります。 一つひとつの事に対して自分がどう対処していくのか、

　いよいよ受験校を選ぶという時期になってからの選択では、それまでの学習の準備が不十分になってしま

　　（２） 親子で話し合いを積み重ねて

具体的に進路希望（就職先や受験校）を絞っていくのは２学期からですが、その前から何度も話し合いが

もてるとよいと思います。 できるだけ家族全員と相談できる雰囲気をご家庭でつくられることをお勧めします。

一方的な親のおしつけや本人のことだからと任せきりにならないようにお願いします。 よほどしっかりした

生徒でない限り、中学生で、自分にとってベストの選択をするのはむずかしいものです。

　　（３） 目標を持ってがんばる

姿勢でこれからの進路選択に向かっていくのか、どのようなことができる進路先を希望するのかを考えておく

ことは必要です。行きあたりばったりの選択は避けたいものです。

Ⅰ．進路選択とは

　１． 進路を選択するにあたって

　　（１） 自分の人生を設計する

　進路は将来を見据えての選択であることを第一に考える必要があります。 社会の中で自分を生かすため

に自己の能力・適性を正しく把握し、方向を考えるのが中３の時期です。 現在すでに就きたい職業まで

考えている生徒もいますが、多くは具体的にはもっと先へいってから、という段階と思われます。 しかし、

「とにかく高校へ入れば良い」的なとらえ方では目標が設定できないばかりでなく、努力も低いレベル

のものになりがちです。

実践する姿勢が備わっているならば、どんな条件でも自己を伸ばす事ができ、結果的にどのような進路を

選択しても、充実した生活と成長が期待されるはずです。

るかを考え、自己を理想の自分に近づけていく努力をすることにこの時期の進路選択の大きな意味があると

思います。

いうことはできません。 その意味では「毎日の生活」、「行事への取り組み」、「学習への姿勢」、すべてが

進路の選択と無関係ではありません。 いろいろなことへの関わり方が自分の生き方につながっていき、

どんな努力をするのかで未来の自分が変わってきます。 中学卒業後の進路選択だけをきちんとすると

います。 また、それぞれの学校の特色を理解し、自分にあった学校を選ぶということを考えれば、早めに

情報を集めて、行きたい学校に進むための心構えを用意しておかなければなりません。 教科の学習だけで

なく、自分の個性を伸ばし、それぞれの学校で特色ある教育活動を受けるための準備も必要ということ

です。 あと半年やってみて、そのときに行ける高校を考えるという消極的な姿勢では力を伸ばすチャンス

が少なくなってしまいます。

　一学期の現時点で具体的に進学希望校を絞り込むことはできないかと思いますが、各自がどのような



［手続きは…］

［採用試験は…］ １月上旬にすぐ行われます。 面接だけのところや学科試験などを実施するところもありま

　就職する場合、必要な書類の準備や手続きは、中学校を通して行われます。 家族で話し合い、就職する

意志がしっかりと固まったら、担任の先生と相談してください。　10月に求人一覧が出ますから、自分の条件

　２． 中学校卒業者の動向

特別支援学校

高等専門学校

　神奈川県が実施する 「公立中学校等卒業生の進路状況調査」 によると、令和３年度に公立中学校等を

卒業した生徒のうち、９９ ％ 以上の生徒が高等学校等の上級学校に進学しています。

　さらに、上級学校へ進学した生徒の 約 ９８ ％ は高等学校に、約 ２ ％ が、特別支援学校・高等専門学校・

各種専修学校等に進学しています。

高等学校
公立

35.7%

2.5%

0.0% 0.0%

汐見台中学校

（令和３年度卒業生）

決定することが大切です。

0.0%

0.0%0.0%

　３． 就職について

　　（１） 現状

　ここ何年も就職の状況は、大変厳しいものがあります。 中学新卒の場合、職種でいうと男子は建設・

製造業が中心で、女子は飲食店関係やサービス業が主なようです。 また、全体的に求人数が少なく、

その他

職種も限られているだけではなく、給与面も厳しく、初任給は職種よって異なるものの、１５万円前後

です。

　また、仕事の少ないこととともに大きな問題点は、中学校卒業後の就職者の離職率が高いことです。

0.0%就職

なお、親戚や知人などの紹介の場合でも、公共職業安定所を通して手続きを進め、

せっかく就職しても、３年以内では 70 ％ の人がやめています。 このような状況ですから、就職を選択

0.0%

公共職業安定所（ハローワーク）から学校へ送られてきた職業相談票に記入し、公共

職業安定所へ提出します。 この職業相談票をもとに、自分の条件に合った就職先を選び、

61.8%

0.0%

私立

高等専修学校

する場合は、よほどの覚悟を決めてがんばる必要があります。 高校の専門学科、高等専修学校などで、

技術を身につけてから就職するほうが、はるかに有利だといえます。

　　（２） どのような人が求められているのか

　　（３） 就職の手続き

　入社試験では、出席状況・学習意欲・生活態度・健康状態・長く続けていけるかなどが問われます。

特に、出席状況は、仕事を続けていけるかどうかの判断基準ですから、重視されます。

進路先

す。 求人数は多くありませんので、１月以降になると選択できる企業は少なくなります。

（令和２年度卒業生） （令和４年度卒業生）

58.0%

40.1%

0.6%

0.6%

0.6%

56.9%

41.1%

1.0%

1.0%

0.0%

にあった就職先を選びましょう。

職場見学をして会社との面接をします。



　普通科の教科以外に、それぞれの専門分野に関する科目を学習します。 各専門科目の

　学習では、普通科と比べて、実習などの体験学習が多く組み込まれているほか、大学や

　研究機関、企業と連携した授業を行う学校もあります。 また、専門科目の学習を通して、

　多くの生徒が様々な資格を取得しています。

　専門学科には、産業教育系（農業、工業、商業、水産、家庭、看護、福祉、総合産業）と

　個性教育系（体育、音楽、美術、芸術、国際）があります。

　幅広い共通教科の科目と専門科目の中から、各自が特色ある科目を選択して、自分の

　個性・適性を発見し、将来の進路を考える学習を重視します。入学者は１年次に

　「産業社会と人間」という科目を学びます。体験的な学習や実習を重視した授業を展開
総合学科

　する学校もあります。

　国語、数学、外国語（英語）、保健体育、芸術（音楽・美術・書道）などといった共通教科の

　さらに、ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｽｸｰﾙ、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｽｸｰﾙ、ﾌﾛﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ、ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育実践推進校など、

学ぶ昼間定時制の学校です。

午前部と午後部に分かれ、1日約４時間（半日単位）の授業を受けて、ゆっくりじっくり

普通科

専門学科

　　（３） 学年制と単位制の違い

　学年制では、中学校と同じように１年ごとに進級していきます。 単位制では、学年の区分がなく、３年間で

必要な単位数を修得することで卒業できます。 単位というのは、一定の学習量を表すもので、50分の授業を

１年間に35回で１単位と数えます。

　　（４） 学科の違い

　科目を中心に学習します。 また、学校行事を充実させたり、体験学習を積極的に取り入れ

　たりして多彩な教育活動を展開しています。

　一人ひとりの学習希望や進路希望に応じた学校もあります。

※ クリエイティブスクール （県立釜利谷高等学校、県立田奈高等学校 など）

一人ひとりが持っている力を必ずしも十分に発揮できなかった生徒に対して、

これまで以上に学習意欲を高める取組を行う学校です。

※ フレキシブルスクール （県立川崎高等学校など）

一人ひとりの生活ｽﾀｲﾙや学習のﾆｰｽﾞに合わせて、時間帯を選んで学ぶ学校です。

※ フロンティアスクール （県立横浜明朋高等学校）

※インクルーシブ教育実践推進校

知的障害のある生徒が高校教育を受ける機会を広げながら、全ての生徒が共に

学び、相互に理解を深める教育に取り組む学校です。

　各種産業を支える将来のスペシャリストとして必要な専門的知識・技術を身に付けるため

　４． 高等学校の種類

　　（１） 公立・私立 （神奈川県の場合）  ※ 公立と私立では、教育方針・授業料等で様々な違いがあります。

［公立学校］

［私立学校］

特　　徴

通信制

　教科書等を用いた自学自習が基本です。 科目ごとに定められた数のレポートを提出し、

　添削を受けるという形で学習を進めていきます。 月に２回程度のスクーリング（面接指導）

　に出席し、勉強の仕方や、内容について教わります。 修業年限は３年以上です。

　毎日登校してきめ細かな指導を受けたり、ＩＴを活用して学ぶこともできる県立横浜修悠館

　高等学校・神奈川県立厚木清南高等学校もあります。

　　（２） 課程の違い　　学習時間や学習方法の違いで、次の３つに分かれます。

　中学校と同じように、朝から午後まで授業を行います。修業年限は３年間です。全日制

　修業年限は３年以上ですので、３年間で卒業できる学校もあります。

　夕方から夜にかけて授業を行います。 また、一部、朝や昼に授業をする学校もあります。

課　程

定時制

神奈川県立・横浜市立・川崎市立・横須賀市立設置者が県や市

設置者が学校法人



　　（５） 神奈川県の公立高等学校　（令和４年４月現在）



「県立高校が変わります！」　　（神奈川県教育委員会）





※ 過去に志願のあった東京都内の主な私立・国立高等学校

普通 男女青山学院
鶴川

日本大学豊山女子

東海大学付属高輪台 男女

東京工業大学附属科学技術 男女科学・技術
普通 男女正則

國學院 普通 男女
目黒日本大学 普通 男女
自由ヶ丘学園 普通

国分寺市 普通 男女

中野区
文京区

板橋区

早稲田実業

日本大学鶴ヶ丘杉並区

明治大学付属中野

日本大学第三

中央大学

普通 男女

普通 男女
普通

男

普通 女

　　（６） 神奈川県の私立高等学校

★ 公募を行った（令和５年度入試）県内の私立高等学校

男
普通 女

男女

普通

玉川学園 普通 男女

江東区 芝浦工業大学附属

普通
港区

普通 男女

鶴見区

白鵬女子 普通 女 相
模
原
市

中央区 麻布大学附属 普通 男女
聖ヨゼフ学園 普通 男女

南区
相模女子大学 普通 女

橘学苑 普通 男女 相模原 普通 男女
鶴見大学附属 普通 男女 東海大学付属相模 普通 男女
法政大学国際 普通 男女

横須賀市

湘南学院 普通 男女

神奈川区
横浜創英 普通 男女 三浦学苑 普通・工業技術 男女

捜真女学校 普通 女 緑ヶ丘女子 普通 女
保土ケ谷区 横浜清風 普通 男女 横須賀学院 普通 男女

磯子区 横浜学園 普通 男女 平塚市 平塚学園 普通 男女
男

横浜 普通 男女 北鎌倉女子学園 普通・音楽 女
横浜創学館 普通 男女 鎌倉女子大学 普通 女

清心女子 普通

金沢区
関東学院六浦 普通 男女

鎌倉市
鎌倉学園 普通

日本大学 普通 男女 日本大学藤沢 普通

女 藤沢翔陵 普通・商業
男 藤嶺学園藤沢 普通 男

鵠沼 普通 男女
英理女子学院 普通 女 湘南工科大学附属 普通 男女

男
栄区 山手学院 普通 男女

小田原市
旭丘 普通・総合 男女

泉区 秀英 普通 男 相洋 普通・商業 男女

港北区

慶應義塾 普通 男

藤沢市 男女
武相 普通

旭区
横浜商科大学 普通・商業 男女 茅ヶ崎市 アレセイア湘南 普通 男女

星槎 普通 男女 逗子市 聖和学院 普通・英語 女
横浜富士見丘学園 普通 男女

大和市
柏木学園 普通 男女

緑区 横浜翠陵 普通 男女 聖セシリア女子 普通 女
瀬谷区 横浜隼人 普通・国際語 男女 伊勢原市 向上 普通 男女
青葉区 桐蔭学園 普通 男女 松田町 立花学園 普通 男女
都筑区 中央大学附属横浜 普通 男女 箱根町 函嶺白百合学園 普通 女

普通・工業 男女
家庭 女

法政大学第二 普通 男女
多摩区 日本女子大学附属 普通 女

日本体育大学荏原 普通

川
崎
市

中原区
大西学園

普通 男女 厚木市 厚木中央

麻生区 桐光学園 普通 男女

普通・運輸 男女

所在地 学　校　名 課程/学科 男女 所在地 学　校　名 課程/学科 男女

大田区

蒲田女子 普通 女
世田谷区

駒澤大学 普通 男女
大森学園 普通・工業 男女 日本大学櫻丘 普通 男女

目黒区
町田市

渋谷区

所在地 学　校　名 課程/学科 男女 所在地 学　校　名

品川区

品川エトワール女子 普通 女
豊島区

昭和鉄道
朋優学院 普通 男女 巣鴨

青陵 普通 男女 荒川区 開成

課程/学科 男女

横
　
浜
　
市

品川翔英 普通 男女
明治学院 普通 男女

鉄道 男女
普通 男
普通 男

男女 東京学芸大学附属 普通 男女
東京実業 普通・機械・電気 男女 台東区 岩倉



○

○

○

知識や技術を学習して、将来の中堅技術者を育成することを目的としています。

　国立と私立があり、修業年限は５年で、短大卒と同等の資格があたえられますが、即戦力と言うことで

企業ではより重く受け止められているようです。 また卒業後、４年制の大学に編入することも可能です。

　２つの学校というと、勉強量が多くとても大変なイメージを持つかもしれませんが、技能連携校（技能連携

★ 高等専修学校一覧　（神奈川県専修学校各種学校協会HPより　https://senkaku.or.jp/chugaku/#link）

通信制高校に通う生徒のレポート作成のお手伝いから、多様な生徒に様々な教育を行う機関です。

ただし、国や自治体からの補助金がなく、通信制高校の費用も一部かかることから、全日制の私立高校

より費用が高くなっています。

　　（３） 高等専門学校 （高専）
　ロボコンで一躍有名になった工業に関する学科を置く「工業高等専門学校」、商船に関する学科のある

「商船高等専門学校」、航空に関する学科のある「航空高等専門学校」などがあり、いずれも専門的な

　　（２） 広域通信制高校 ・ 補習校（サポート校）について
　通信制の高校（県外に本校がある学校もあります）と連携して、学校（分校・学習センター）での授業が

通信制高校の単位として認定されるというシステムを取る認可校です。 学校により特色がありますが、

全日制高校と同じように昼間に学校に通い、行事もほぼ同じです。

　補習校（サポート校）とは、基本的には無認可校なので、学校によってその教育内容は様々です。

として認められるため、専門科目を学びながらでも効率的に高校卒業を目指すことができるのです。

　なお、専修学校には　

などの課程があります。

専門課程 … 高卒以上を対象。「専門学校」と呼ばれることが多いです。

高等課程 … 中卒以上を対象。「高等専修学校」と呼ばれることが多いです。

一般課程 … 一般の人を対象。

　高等専修学校では、技能連携制度を利用して専門的な勉強をしながら通信制高校で高校卒業資格取得を

目指すことのできる学校もあります。 技能連携制度とは、高等専修学校に入学すると同時に、広域通信制

高校にも入学することで、３年間で２つの学校を卒業するというものです。 高等専修学校は、専門的な授業

や実践的な体験を、通信制高校は普通の高等教育という２つの学校の長所を取り入れ、両方を学びながら

高校卒業資格を手にすることができます。

制度を利用した高等専修学校）で学ぶ専門科目の学習も、最大半分まで通信制高校の卒業に必要な単位

磯子区丸山にあります。　

　５． 高等学校以外の進学先

できるようにするためには、上級学校についての十分な理解を持つことが必要です。

　進学の目的をよく考えて、「目先だけの一時的な進学志望」 ではなく 「将来を見通した進学志望」 が

　　（１） 専修学校・各種学校

修業年限は１～３年といろいろです。 公立では横浜市立横浜商業別科（理容・美容／修業年限２年）が

　技能・技術を身につけて、資格を取り職業に就くことを主要な目的とし、大部分が私立学校です。

アイム湘南理容美容専門学校 秦野市尾尻536番地の1 【理容科】【美容科】

厚木総合専門学校 厚木市中町3-4-11 【調理学科】

岩谷学園高等専修学校 横浜市西区平沼1-38-19 【メディア・情報科】

生蘭高等専修学校 綾瀬市小園1520番地 【総合ビジネス科】

専門学校神奈川総合大学校 厚木市恩名１丁目17-18 【工業技術学科】【生活造形学科】

専門学校国際新堀芸術学院 藤沢市藤沢143-13 【音楽科】

野田鎌田学園横浜高等専修学校 横浜市港北区北新横浜1-4-1 【調理高等科】【情報メディア高等科】

大和商業高等専修学校 大和市深見東1-1-9 【総合ビジネス科】

横浜デザイン学院 横浜市西区中央1-33-6 【総合デザイン科】

ヨコスカ調理製菓専門学校 横須賀市汐入町2-9 【調理師普通科】

横浜芸術高等専修学校 横浜市港北区大豆戸町608番地3 【総合芸術学科】【美容師学科】



Ⅱ．神奈川県の公立高等学校の受検

　１． 学区

　２． 神奈川県公立高等学校入学者選抜制度の概要　（「令和５年度募集案内」より抜粋）

　学区外からの志願をすることはできますが、入学できる人数は大幅に制限されています。

　県立の高等学校と横須賀市立の高等学校には学区はなく、県内のどこからでも志願できます。

　横浜市立および川崎市立の高等学校については、原則としてそれぞれの市内を学区とします。

　ただし、横浜市立の高等学校においては、「横浜商業高等学校（別科を含む全学科）」、「戸塚高等学校

音楽コース」、「横浜サイエンスフロンティア高等学校」および「戸塚高等学校（定時制）」は学区が

ありません。 また、川崎市立の高等学校においては、全日制・定時制とも専門学科の高等学校は

学区がありません。



○

例えば、

*

*

*

○

*

*

○ 高校によっては各学校の特色に応じて、学力検査では測ることができない総合的な能力や特性

を見る検査を行うことがあります。

　共通選抜は、各高校が定めた比率によって算出された数値 （ 以下 『Ｓ値』 ） で選考されます。

 「第１次選考」は、募集人員の９０％を、Ｓ値の順に選考します。

Ｓ値（S1）は、調査書（評定）・学力検査・特色検査の結果をもとに、各高校が定めた比率で算出されます。

 「第２次選考」は、募集人員の１０％を、Ｓ値の順に選考します。

※ 第２次選考では、調査書の評定を選考に利用しません。

インフルエンザなどで学力検査を受けられない場合、後日検査を受けることができます。

検査の内容は、受験教科数も含め、大きく異なります。

　　（２） 資料を利用した選考の方法

①

②

選択問題は、マークシートで解答します。

Ｓ値（S2）は、学力検査・調査書（主体性）・特色検査の結果をもとに、各高校が定めた比率で算出されます。

「面接」の３種類があります。

④  追検査

③  特色検査

スピーチ発表や教科横断的問題を問う「自己表現検査」、美術的内容・運動・演奏などの「実技検査」、

【 特 徴 】 高校によっては、重点教科の評定に重みづけをします。

その他、例外はあります。７月に配付される「募集案内」で確認できます。

【 特 徴 】 高校によっては、重点教科の得点に重みづけをします。

９教科オール４であれば、４×９＋４×９×２＝１０８ ／１３５

　３． 具体的な選抜方法

　　（１） 選抜（選考）の資料

①  調査書の評定

２年３学期、３年２学期の「５段階評定（5,4,3,2,1）」を使います。

（２年５段階評定×９教科＝４５点満点）＋（３年５段階評定×９教科×２＝９０点満点）

＝ １３５点満点

９教科オール３であれば、３×９＋３×９×２＝８１ 　？

②  学力検査

国語・社会・数学・理科・英語各１００点満点×５＝５００点満点で、検査時間は５０分間です。

定時制は国語・数学・英語の３教科を各３０分で行います。

第２次選考（１０％）については、「主体的に学習に取り組む態度」の評価

（A,B,Cの３段階）が使われます。

調査書の「総合所見及び諸活動の記録」に記載される内容は、点数化されません。



　検査の結果、欠員が生じた場合、二次募集を行います。

 志願時において、国・公・私立高等学校（高等専門学校を含む）または特別支援学校に合格している人

（入学手続きをしていない場合も含む）は志願できません。 志願できるのは、どこの高校など

にも合格していない生徒が対象になります。 学力検査は国語・数学・英語の３教科で、必要に応じて

特色検査（面接）を行います。 調査書・学力検査・特色検査（面接）を資料として総合的に選考されます。

　　（３） 二次募集

＜ 例 ２ ： 募集人員の内訳 （定員２００名の場合） ＞

＜ 例 １ ： 各高校が定めた比率 （令和５年度募集案内より作成） ＞

［第１次選考］

定員の ９０ ％

＝　１８０名

各資料の比率は各高校が定める

学力検査

＋特色検査
選考方法

［第２次選考］

定員の １０ ％

＝　２０名
募集人員

＋調査書（主体性）

調査書の評定

＋学力検査

＋特色検査



○

○

*

*

*

*

オープン

　　（１） 選抜の方法

　　（２） 受験（志願）の方法

必要な場合があります。

なった場合、その学校へ入学することになります。公立の発表までに前納金(5～20万円程度)が

あてはまります。この制度も私立高校ごとに成績などの基準があります。 公立高校が不合格に

Ｄ．

上記の Ａ，Ｂ，Ｃ の制度によらず、入学試験の成績により合否が決まる制度です。

本人が、その学校を希望し、他校（公立・私立）を受験せず、合格したら必ずその学校に入学する

という条件で、しかも、その学校が出してきた成績などの基準を満たしている場合に受験すること

ができます。

Ｃ．

第１希望が公立、第２希望が私立という場合で、多くの受験生がこの受験方法に

B．

ある一定の水準以上の学力があり、本人もその学校を希望し、かつ中学校長が人物、学力、

生活面での態度等で適切であると認めた生徒が推薦されます。 この入試は、作文（800字程度）

や面接が行なわれます。 また、書類だけで合否を決める学校もあります。

専願（単願）

併願

学校もあります。

私立高校の受験を分類すると、つぎのようになりますが、学校、地域によって多少の違いがあります。

Ａ． 推薦 

一般には、中学校の調査書、入学試験の成績、面接の結果を総合して合否を判定する学校が

ほとんどです。 一部の学校では、入学試験の成績を最も重視したり、面接の結果をかなり重視

したりするところもあります。

◆ 試験科目 ： 一般的には、国語・数学・英語の3教科です。

◆ 面接 ： 志願者の人物を見るために行ないます。（志望理由・言葉づかい・態度・服装等）

志願者本人だけの面接が多いですが、保護者同伴の面接・生徒のグループ面接を

　２．受験方法

（１）

（２）

 男子校・女子校・共学校の別がありますが、最近は共学化が進んでいます。

 学区はなく、独特の教育方針に基づき学校の経営や運営がなされています。

（３） 各高校が定めた基準を満たしていないと出願できません。

Ⅲ．私立高等学校の受験

　１．特色

　長い伝統を持つ学校も多く、独特の校風や伝統に誇りを持つ学校が多くあります。 学校案内（要覧）を

読んだり、実際に学校説明会に出向いて、その学校の特色（宗教・教科編成・行事・卒業後の進路・

部活動・学校環境・通学の便など）をつかんでおくことが大切です。



※

の前日までに公立高校に辞退届を提出してください。

第１希望の国立や私立の高校を 「オープン」で受験して、公立高校も受検する場合、

第１希望の高校に受かった場合、公立高校の合格発表の前日までに公立高校に

辞退届を提出してください。

また、いかなる場合でも公立高校の入学を辞退する場合は、公立高校の合格発表

その私立校が第１希望、『併願』 は 公立校との併願に限る（私立との併願ではないこと）など、各学校の

条件にあっていなければなりません。 高校と中学校との信頼関係に立った制度です。

　このシステムは、学校によって違いますが、どんなに遅くとも１２月初旬までに受験校を決定していないと

利用しにくくなります。 汐見台中では１１月下旬に 「２学期までの成績」 が出た時点で受験校を決定します。

この制度を利用しないのが 『オープン入試』 です。 自由に受験できますが、当日の入試の成績次第で

合否が決まります。

　３．私立高等学校の「入試相談」制度

　前述の Ａ ～ Ｃ の『推薦』、『専願』、『併願』 は 「入試相談」制度 を利用します。 この制度を利用するには、

各学校が出している基準（成績、人物、欠席日数など）に適している必要があります。 『推薦』 と 『専願』 は



国 社 数 理 音 美 保体 技家 英

3 2 3 3 3 3 3 4 3 /15 /25 /45

2 2 3 4 3 2 3 3 4 /15 /25 /45

/135

国 社 数 理 音 美 保体 技家 英

3 2 2 3 3 4 4 3 3 /15 /25 /45

3 3 1 2 4 5 3 4 2 /15 /25 /45

/135

国 社 数 理 音 美 保体 技家 英

3 3 3 3 3 3 2 4 2 /15 /25 /45

3 2 3 4 4 2 3 3 3 /15 /25 /45

/135

　２年 ３教科計 と ３年 ３教科計 の合計が 15/30 以上。

×

横浜 さん ○ × ○ ×

磯子 さん × ×

【 結 果 】

汐見 さん ○ ○ ×
　３人の学習成績に大きな差はありませんが…

私立 Ⓨ 高校
［推薦］ 　ただし、２，３年の９教科のどれかに 「５」 がある場合、合計に１点加点できる。

［併願］

○ ○

私立 Ⓧ 高校 私立 Ⓨ 高校

［推薦］ ［併願］ ［推薦］ ［併願］

　３年時の欠席日数が１０日以下。

　３年 ９教科計 27/45 以上　 かつ 　81/135 以上。

〈資格〉英検４級　　〈欠席〉１年：１日 , ２年：５日 , ３年：１２日 80

資料 ２ 　２つの 「私立高校」 の志願の条件（基準）

私立 Ⓧ 高校

［推薦］

［併願］
　２年 ５教科計 と ３年 ５教科計 の合計が 30/50 以上　 または　 80/135 以上。

　３年 ９教科計 27/45 以上。　ただし、３年 ３教科に 「１」 がないこと。

　英検が３級以上なら、３年 ９教科計に１点加点できる。

　３年間の欠席日数の合計が２０日以下。

　３年間の欠席日数の合計が２０日以下。

２年 8 14 26

３年 9 15 27

〈資格〉英検４級　　〈欠席〉１年：８日 , ２年：８日 , ３年：８日 81

＊汐見 さん

３教科計 ５教科計 ９教科計

２年 8 13 27

３年 6 11 27

〈資格〉英検３級　　〈欠席〉１年：０日 , ２年：４日 , ３年：３日 79

＊磯子 さん

３教科計 ５教科計 ９教科計

２年 9 14 27

３年 9 15 26

≪ 私立高等学校の条件（基準）について ≫

資料 １ 　３人の生徒の ２年 ・ ３年 の学習成績表

＊横浜 さん

３教科計 ５教科計 ９教科計



☆

① 自分の学力にあっている ② 通学に便利な場所にある

③ 教育方針や校風がよい ④ 学費があまりかからない

⑤ 大学への進学実績がよい ⑥ 生徒の自主性が重視されている

⑦ 入りたい部活がある ⑧ 世間での評価が高い

⑨ 施設や設備が充実している ⑩ 特色のある授業、カリキュラムがある

⑪ ⑫ スポーツや芸術活動が盛んである

⑬ 行事（文化祭、体育祭など）がさかんである ⑭ いじめや非行の心配がない

⑮ 就職に有利である ⑯ とりたい資格がとれる

⑰ 友だちも受験する ⑱

☆

□ 学力（自分の実力） □ 部活 □ 通学手段・時間

□ 進学実績 □ カリキュラム □ 費用

□ 学校行事 □ 卒業後の進路 □ 生徒の様子

□ 学校の雰囲気 □ 設備 □ 取得できる資格

□ 生徒と先生の関係 □ 将来の夢に繋がるか □ …

気になる学校については、各校のホームページをこまめに確認してください。

　２．説明会・体験入学などに積極的に参加してください

生徒や先生の様子、学校全体の雰囲気など、データや数字に表れない印象はとても大切な

ものです。「理由はうまく言えないけれど、なんとなく自分に合っているような気がする…」

そんな直感も大事にしましょう。

辞めてしまうという人も多くいます。 通学時間や学力だけで選ぶのではなく、高校でどのように過ごし

たいのか、また高校生活を通じてどのような将来につなげたいのかをイメージしながら、自分に合った…

を選びましょう。

自分の学力を確認する

自分の目で確認する

興味が沸いた学校のパンフレットやホームページに事前に目を通し、知りたいこと、

確認したいことをまとめてから、見学（体験学習・説明会）に行きましょう。

憧れの高校を見学しているときなど、その雰囲気に舞い上がってしまいがちです。 

できれば保護者と一緒に見学に行き、保護者の方の冷静な目で、自分がチェック

（２）

（３）

志望校と自分との距離を正確に知ることは、受験に向けての「やる気」に繋がります。

高校選びは慎重に行うことが大切です。世の中には、せっかく受験して合格した高校が自分に合わず、

Ⅳ．よりよい自己実現をめざして

　１．自分に合った…

ある民間企業の「高校受験調査」で、『志望校を決めるのに、次のようなことをどれくらい重視しましたか』

という高校１年生に対しての質問の回答を、重視した内容が高い順に紹介します。

しきれなかった部分をフォローしてもらいましょう。

（１） 自分の重視する点に優先順位をつけて絞り込む

先生の指導（学習・進路指導など）が丁寧である

留学や海外への修学旅行の機会がある

（ 「Benesse 教育研究開発センター」　ＨＰより抜粋 ）

次の手順で「自分に合った…」を見つけてみてはいかがでしょうか？



※

令和５年５月９日３．進路希望調査

スポーツ ⑭

その他 ⑮

総合学科 ⑯

美術・芸術 ⑫

音楽 ⑬ 特別支援学校高等部 ㊱

理数 ⑩

国際 ⑪ 高等専門学校 ㉟

家庭 ⑨ その他 ㉕ その他 ㉞

福祉 ⑧ 情報 ㉔ 文化・教養 ㉝

商業 ⑤ 外国語 ㉑ 教育・社会福祉 ㉚

看護 ⑦ 理数 ㉓ 服飾・家政 ㉜

水産 ⑥ 音楽 ㉒ 商業事務 ㉛

商業 ⑲ 医療 ㉘

工業 ④ 家庭 ⑳ 衛生 ㉙

【調査２】 下の表は、上級学校の校種と科（コース）を示しています。

① ～ ㊱ の中から、現在希望する第１希望と第２希望の番号を回答用紙に記入してください。

（第１希望の番号のみでもかまいません）

公
立
高
等
学
校

普
通
科

普通 ①

私
立
高
等
学
校

普通科 ⑰

高
等
専
修
学
校
・
各
種
学
校

　
　
　
　
　

（
サ
ポ
ー

ト
校
を
含
む

）

工業 ㉖

クリエイティブ ②
専
門
学
科
・
専
門
コ
ー

ス

工業 ⑱ 農業 ㉗

専
門
学
科
・
専
門
コ
ー

ス

農業 ③

⑦ を選んだ場合、
 【調査５，６，７，８】 に進んでください。

⇒ 就職（定時制高校等にも進学） ⑧ ・・・ ⑧ を選んだ場合、
 【調査４，５，６，７，８】 に進んでください。

⇒ 特別支援学校高等部 ⑥

⇒ 就職 ⑦

第１回 進路希望調査
この調査をもとに、具体的な進路活動が始まります。

ご家族で相談され、別紙の回答用紙を ５月２９日（月） までに、学級担任へ提出してください。

【調査１】 中学校卒業後の希望進路を ① ～ ⑧ の中からひとつ選び、その番号を回答用紙に記入してください。

中
学
校
卒
業

高等学校

全日制 ①

⇒ 定時制 ②

通信制 ③

① ～ ⑥ を選んだ場合、
⇒ 高等専門学校 ④

 【調査２，３，４，７，８】 に進んでください。

⇒ 高等専修学校・各種学校（サポート校を含む） ⑤

（記入した番号に応じて、指定した調査に進んでください。）

・・・



【調査８】 お子様の進路について、保護者としての現在のお考えを、回答用紙に記入してください。

令和５年度 横浜市立汐見台中学校

③ 未定

【調査６】 具体的に志望する事業所（会社）、または職種がある場合は、回答用紙に記入してください。

【調査７】 その他、進路のことで困っていること、あるいは相談事項がある場合は、回答用紙に記入してください。

【調査５】 就職活動をどのようにしたいと考えていますか。

① ～ ③ の中からひとつ選び、その番号を回答用紙に記入してください。

① 学校・職業安定所を通して

② 知り合いを通して

⑥ 特別支援学校高等部を第１希望にする。

⑦ 未定

【調査４】 具体的に志望する上級学校がある場合は、回答用紙に記入してください。（高等学校以外の校種も含む）

③ 私立（高等専修学校等を含む）を第１希望にして、私立のみ受験する。

④ 私立（国立）を第１希望にして、他の私立を受験・公立を受検する。

⑤ 高等専門学校を第１希望にして、他の私立を受験・公立を受検する。

【調査３】 上級学校をどのように受検・受験したいと考えていますか。

① ～ ⑧ の中からひとつ選び、その番号を回答用紙に記入してください。

① 公立を第１希望にして、公立のみ受検する。

② 公立を第１希望にして、私立（高等専修学校等を含む）を併願受験する。



Ⅴ．資料編　　　（令和５年度「募集案内」より抜粋）

　１．公立高等学校の受検料等の額



　２．公立学校の就学支援金制度の概要



　３．高校生の就学援助制度の概要





　４．私立高等学校等の学費支援制度等について



月 進路の手続き等 進学 個別支援級 就職 学校行事

4 「公立入試選抜日程」発表 学習状況調査

★第１回説明会（9(火)） 学校見学会 修学旅行

☆希望調査①（9(火)-29(月)） 体験入学､見学会､説明会、文化祭 体育祭

全公立展（17(土)） 学校見学会 春季テスト（22(木)-23(金)）

高校見学バスツアー（28(水)）

※面談①（10(月))-14(金)） 公立「募集案内｣配付 志願相談 職業適性検査

☆希望調査②（面談-8/28(月)）

8

志願相談 夏季テスト
（21(木)-22(金)）

各種学校出願入試・発表

★第２回説明会（3(火)） 公立定員発表 求人票受理 学校祭

☆希望調査③（3(火)-16(月)）

※面談②（26(木)-11/1(水)）

☆希望調査④（7(火)-27(月)） 公立「入試要項｣発表 前期選抜出願 就職相談 秋季テスト（15(水)-16(木)）

　【私立】推薦志願申出 希望事業所決定

進路用成績配布 　【私立】推薦者校長面接

※面談③（4(月)-8(金)） 前期選抜入学検査・発表 事業所見学

【私立】受験校決定 私立進路相談

調査書等記載事項確認書配付 公立「志願のてびき」配付

学区・志願確認申請

〚公立〛受検校決定 ◆私立・公立願書点検 後期選抜入試検査・発表 就職試験開始

　【私立】推薦出願･入試･発表

　【私立】一般出願

〚公立〛出願（24(水)-31(水)）

　【私立】一般入試･発表 冬季テスト（1(木)）

〚公立〛検査（14(水)）・発表（28(水)）

3 〚公立定通分割〛出願・検査・発表 卒業式

9

10

　「神奈川」「募集案内」、「神奈川」「てびき」などで検索すると見つけやすいです。
　上記HPには、表にある「募集案内」「志願のてびき」もPDFで見られます。新しい版が出るまでは、昨年度版です。

公式な情報については、神奈川県のホームページ「神奈川県公立高等学校入学者選抜について」をご覧ください。
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